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No ページ 行等 正 誤 備考
書籍
なし
付録ディスク

1 934 8行目
WF応力用＝ 2.5kN/m →3.3kN/m ※、WFたわみ用＝ 2.0kN/m →2.8kN/mk ※ と出幅＝
0.91[m]/0.91[m/P]＝1[P]の交点の値が必要最小せいとなる。

WF応力用＝2.5kN/m→2.6kN/m、WFたわみ用＝2.0kN/m→2.1kN/m※と出幅＝
0.91[m]/0.91[m/P]＝1[P]の交点の値が必要最小せいとなる。

2 934 表4.3.2-9

3 934
下から
2行目

27cm を読み取ることができる。 24cm を読み取ることができる。

4 939 3行目
WF 応力用＝2.8kN/m→3.1kN/m※、 WF たわみ用＝2.4kN/m→2.7 kN/m※とスパン＝
2.73[m]/0.91[m/P]＝3[P]の交点の値が必要最小せいとなる。

WF 応力用＝2.8kN/m→3.3kN/m※、WF たわみ用＝2.4kN/m→2.5 kN/m※とスパン＝
2.73[m]/0.91[m/P]＝3[P]の交点の値が必要最小せいとなる。

5 939 表4.3.3-2


